
第３回美里地区地域審議会 会議録概要 

 

１ 日 時 

 平成２８年 ３月７日（月） 午後２時００分から午後４時３０分まで 

 

２ 場 所 

 美里総合支所２階 会議室 

 

３ 出席者 

  美里地区地域審議会 森川一正、中川  達、小宮正充、若浪  常、村治敏子、 

    今瀬靑佳、川口幸治、川井綾子、泉  道雄、吉川郁子、 

福西美恵、行岡明弘、中森長郎、杉平庄平 

 

  傍 聴 人     ０名 

 

 美里総合支所   美里総合支所長 岸田慶仁、 

副総合支所長(兼)地域振興課長 平田基洋 

地域支援員 谷田道一、地域支援担当副主幹 細野雅司 

 

４ 議 題 

   (1)「美里地区地域審議会を振り返って」について 

・美里地区地域審議会の経緯及び美里地区地域審議会の記録（案）に 

基づき過去の諮問・答申及び意見についての概要を説明 

 

 

(2) 小学校の跡地利用の中間報告について 

     ・各小学校懇話会の委員でもある自治会代表の地域審議委員による中間 

報告及び新たな取り組む状況を説明 

 

 

(3) その他 
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皆さんこんにちは、ただ今から平成２７年度第３回美里地区

地域審議会を開催いたします。 

本日は、お忙しい中、お集まりいただきまして誠にありがとう

ございます。本日は、前回に引き続き「美里地区地域審議会を振

り返って」と「小学校の跡地利用の中間報告」という内容で御意

見等をいただきたいと思います 

開催にあたりまして、美里総合支所長より挨拶を申し上げます。 

皆さんこんにちは。今回は３回目でございますが、１０年間を終

えまして、これが最後の地域審議会になるわけです。 

１０年前はどうであったかと思いますと合併により地域の問題

もいろいろ多くあり、たいへんな時期であったと思います。それが

１０年過ぎますと、早いようで長かったなと思いますが地域と市が

より良い方向に進めばと思います。 

地域審議会は、最終年度となり終了いたしますが、新たな組織で

はないわけですが市長自らが地域の声を聴くということで、昨年１

０月から地域懇談会が市内で開催されています。美里地域では１０

月８日に第１回目が開催され、４月早々には美里地域でも第２回目

の地域懇談会が開催されます。地域審議会と地域懇談会とは性質的

にも異なりますが、地域の声を活かしながら答えていくことで行政

を進めていきますので地域懇談会が中心になっていくのかなと思

います。 

また、今後の１０年は長く思いますので世の中の状況も多種多様

にあり、５年でひとサイクルかなと思います。また市総合計画でも

前期計画５年と後期計画５年としています。世の中のサイクルが早

くなっていることもあり、５年間で事業が進んでいくと思いますの

で引き続きご意見等をお願いしたいと思います。簡単ですが開催の

ご挨拶とさせていただきます。本日は、ご審議のほどよろしくお願

いします。 

ありがとうございました。 

当審議会の進行につきましては、地域審議会の設置に関する協

議、第９条第５項の規定により、会長が議長になるとなっています

ので川口会長にお願いします。 

また、本審議会の会議は、公開で行うものとなっており、会議の

議事録はホームページ上で公開されますので御了承ください。 

なお、恐れ入りますが御発言の際は、お名前を名乗ってからお願

いしたいと思います。また、本日の傍聴者は、ございません。 

本日の出席委員は、委員１５名中１４名となっておりますの

で、地域審議会の設置に関する協議第９条第４項により、委員の

２分の１以上の出席がありますことから、会議は成立しており

ますことをご報告いたします。 

それでは、川口会長議長として議事の進行をよろしくお願いいた

します。 

 皆さんこんにちは。本日は、昼間の何かとご多忙のところ審議会

にご出席願いありがとうございます。地域審議会委員の任期も３月

末までということで地域審議会も今回で最後ですが委員の皆様も

それぞれの地域で今後ともご活躍をお願いしたいと思います。それ

では、審議会進めていきたいと思いますのでよろしくお願いしま

す。 
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議題に入ります前に、本日の会議録の署名委員ですが、村治委

員と杉平委員にお願いします。 

それでは、議題 １の「地域審議会を振り返って」に移りたいと思い 

ます。過去１０年間の資料等がございますので、それについて事務局

から説明願います。 

 ３部ほど資料を配布させていただいていますが、美里地区地

域審議会の記録誌ですが、これにつきましては地域審議会設置

の経緯、１０年間の地域審議委員の活動を要約し、記録誌とし

て皆様に配布する計画で作成中のものです。平成１８年５月９

日の第１回美里地区地域審議会からの会議開催状況と主な審議

事項と第１期からの地域審議委員の名簿や審議会の所掌事務に

係る諮問・答申及び意見提言を記載しております。 

 先般の２月の審議会で、現審議会委員に「地域審議会を振り

返って」を題材として感想作文をご依頼したと思いますが、そ

の感想文が「地域審議会を振り返って」の欄に記載されます。 

 また、４ページの両面でプリントしてある資料が１期から審

議していただいた内容や後期基本計画、地域かがやきプログラ

ム事業、獣害対策、小中一貫教育及び今後の美里地域の問題点

などを文章で示した資料ですので、一読願いたいと思います。 

 また、白黒の写真表紙で美里地区地域審議会の１０年を振り

返っての資料につきましては、地域振興課長からご説明申し上

げます。 

美里地区地域審議会の３ページをご覧ください。合併２０事業と

して新市まちづくり計画に定める普通建設事業の実施に当たって

は、合併前の各市町村の総合計画に位置付けられていた事業を尊重

するものとしており、市町村別に２事業を地域の最重要課題として

位置付けるため、１０地区の組長により合併協議会に計上された事

業です。美里地域については、美里村自然公園整備事業と上原新開

線道路整備事業が上がっています。 

また、地域の創意工夫を生かし、新市の一体感を損なうことなく

地域特性に応じた事業として実施できるように地域活動振興予算

として美里からは、夏まつり、美里地区体育振興、自慢できる地域

づくり関係予算の１１事業が引き継がれています。 

５ページをご覧ください。地域審議会では、重点プログラムのう

ち、地域かがやきプログラム事業について管理及び進捗状況を踏ま

えた評価を行っていただきました。６ページでは総合計画の後期基

本計画が平成２５年度に作成されたことから、美里地区地域審議会

ではポイント②の「地域が望む将来像」を尊重し、その実現に向け

た取組として協議願いました。 

そこで、７ページでは美里地域がめざす姿として、美里水源の森

を「子育ての場」として位置づけ、地域づくりの核となるよう自然

環境や地域資源を活かした地域交流を図り、地域づくりを進め「森

と水と文化につつまれた心育む美しい里」づくりをめざしていくな

どのご意見をいただきました。８ページは平成１８年度から平成２

２年度まで地域活動振興予算として旧市町村の事業が引き継がれ、

当初は１１事業ありましたが平成２２年度は１件となっています

が、地域活動振興事業予算は平成２１年度から地域かがやきプログ

ラム事業へ移行し、２１年度の９５，０００円からスタートし現在

は４事業で２７，６０６，０００円となっています。１０ページか
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らは地域かがやきプログラム事業として自然、歴史散策コース整備

事業、スポレクチャレンジ事業、美里夏まつり事業、自慢できる地

域づくり事業の４団体への補助金と新しい事業として合併２０事

業である美里水源の森整備事業について詳細な内容及び評価など

を記載していますので参照願います。 

１８ページについては、合併２０事業のもう一つ事業で上原新開

線道路整備事業に関しましては、旧美里村から旧久居市内の県道青

山高原公園線を結ぶ観光道路として位置付けられていましたが、平

成２０年に新長野トンネルが開通したことにより、国道１６３号線

の大型車両の交通量増加により南長野地内の道路の沈下や足坂地

内の法面損傷などが発生しています。今後の災害発生時に道路が寸

断される恐れや集落の孤立化も懸念されるため、国道１６３号線の

バイパス機能を持たせた生活道路として後期基本計画の中に入れ

変更しています。 

１９ページからは小中一貫教育として９年間の学びの中で子ど

もたちが確かな学力や人間性を育てる方向付けで進めています。 

最後に２０ページですが、美里地域審議会をまとめ、表にした形

です。 

以上が美里地域審議会の１０年を振り返る内容です。 

ただ今、事務局から説明がありました件について、どのようなこ

とでも結構ですので、ご意見、ご質問がありましたらよろしくお願

いします。 

 美里水源の森に最近行っていないので、現状についてご説明願い

たいと思います。 

平成２７年度の段階で散策道として１，５００ｍと駐車場の１，

７００㎡を土工整備しました。平成２８年度には、駐車場の舗装と

散策道の舗装を計画しています。道路整備としては、概ね完成し晴

天の場合には歩くことは可能ですが、雨天等の場合はぬかるむ箇所

が多くあります。 

道路や駐車場については解りましたが、植栽関係についてはどう

ですか。 

植栽事業については、ＴＯＴＯ株式会社とセブンイレブン記念財

団とのコラボにより植栽事業を実施しています。ＴＯＴＯ株式会社

は、どんぐりの森づくりとして、クヌギ類の苗木の植栽を平成２６

年度から実施し、セブンイレブン記念財団では、モミジ、カツラ、

ケヤキ、ムクノキ、コナラ、クロなどの８種類程の広葉樹を植栽し

ています。 

トイレについて、設置はできているのですか。 

イベントがある場合に限り、簡易トイレをレンタルして、設置し

ています。 

市道から水源の森への進入路から駐車場への道路で、もう少し広

げて、掘削すれば駐車場も広く取れると思いましたが、取らなかっ

たのですね。 

駐車場の下層部と進入路については、岩盤で掘削するには費用も

掛かる関係で現況に合わせて土砂を動かしました。 

それに加えて民地との距離が５．０ｍほどで隣接していますの

で、掘り下げることも出来ません。しかし大型のマイクロバスが回

転できるように設計はしています。 

また、水源の森の入口で下からの道路についても整備し、４．０
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ｍの幅員を確保し、下からも水源の森に来られるように整備するこ

とにしたいので工事に含めました。 

この１０月に小学生５年生を対象として間伐体験学習を林研グ

ループとして実施し参加した時に道路も拡幅され、駐車場も大部分

が整地されていましたので、これだけの広さがあればと思いまし

た。 

小中一貫教育が１年後に始まると地域学習や創造学習を強化し

ていくことになっていますので美里水源の森を有効活用してもら

うことで、目的に応じた環境が整うと思います。 

平成２５年に地域かがやきプログラム事業で五百野集落と足坂

集落を結ぶウォーキングコース整備についてどの辺を整備したの

ですか。 

旧道沿いの足坂地内では百万灯の看板、五百野地内は五百野姫や

延命地蔵などの看板を整備しました。 

平成２８年度の地域かがやきプログラム事業の予算で２，１００

万円見積もられていますが、これが水源の森に係る整備費ですか。 

今回の見積額については、美里水源の森の散策道や駐車場の舗装

部分が見積もりしてあります。 

地域インフラ事業の１，５００万円については何でしたか。 

地域インフラ事業については、美里地域での補修や整備に使用す

る予算で、前年度実績より１２パーセント程上乗せ願いまして１，

５５０万円の見積額が計上してあります。 

平成２９年４月から施設一体型小中一貫校として、新たにスター

トするわけですが、現在各地区において地区体育振興会があり、小

学校との合同運動会を実施していますが、一貫校となった場合に

は、各地区の体育振興会はどのようになりますか。 

現在、各地区体育振興会は、小学校との合同運動会について補助

金を受けて実施しています。平成２９年度は、合同での運動会は困

難と思います。しかし、補助金を受けて各地域でスポーツイベント

を行うのであれば、地区体育振興会を残す必要がありますので、３

地域の自治会連合会や各体育振興会で協議を行っていただきたい

と思います。 

現在は、上限１００，０００円として支給されていますが、平成

２９年度からは半額の５０，０００円の支給となります。 

そこで地区でスポーツ関係のイベントをするのであれば、各地域

で考えてもらい実施すれば補助対象になりますので、５０，０００

円で運動会等のイベントを実施することも可能と思います。 

青少協の場合も同様な考えでよろしいのですか。 

青少協は、小学校が統一されれば１団体の青少協になるのではな

いかと思います。 

現在の補助金は、美里地域１本で受けて、各地域に配布していま

すが、各地域での活動も異なり、地形的な問題もありますので、学

校が無くなっても地域ごとの青少協は必要と思いますが、今後、青

少協の中で協議しても良いわけですか。 

地域により、考え方もあろうかと思いますが、長野地区は美里地

域１本での活動で良いと考えてみえます。 

まだ、その辺の話については協議していませんが、どのような形

態を取るのかが議論の対象になると思います。 

現在でも青少協に補助金が助成され、それを各青少協に配分して
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いるので、活動しない団体には補助金が助成されないだけだと思い

ます。 

現在の青少協会長は、各地域の自治会連合会の会長が兼務されて

いるのであれば、各地区の青少協組織は残せると思います。 

地区により地区連合自治会長が兼務されていないと思います。 

地域より選出が異なっています。 

今までの話と別個になりますが、２０事業のひとつである新開線

については、後期５ヶ年計画に挙がっていますが進捗状況はどうで

しょうか。 

総合計画の中に指定され、この冊子に載った段階です。 

予算の必要なことですので、早急な進展は難しいと思いますが、

将来的に延長は必要と思います。 

後期基本計画の１８１ぺージに地域内連携軸の強化の項目で美

里地域において地内連携軸を補完するものとして整備が望まれて

いる、市道樫木原新開線と市道南長野本線を結ぶ路線の整備を協議

しますと記載されています。 

どうでしょうか、他にどのようなことでも結構ですので、ご意見

ございませんか。また、女性の立場からご意見がありましたらよろ

しくお願いします。 

よろしいでしょうか。地域かがやきプログラム事業のスポレクチ

ャレンジ事業美里大会について、参加人数が当初から減少傾向です

が企画を新しく考えるなり、参加人図の増加を図られたいと思いま

す。また、この審議会で審議することでは無いと思いますが、美里

地域で行う事業でありますのでよろしくお願いします。 

スポレクチャレンジ事業については、ご指摘のとおり年々減少し

ていますが、事業の集約があり北部エリアに統一された競技もあり

ます。 

また、美里地域の住民を対象としていますが、津市内の住民の参

加も可能ですが、参加募集については、町内へのチラシ等で対応し

ている点で、市全体への周知も考える必要があります。また、ハイ

キング等のコースについては、美里地域を限定しているため新たな

ハイキングコース等の企画を作る必要がありますので、美里地区体

育振興会で事業全般について検討していきたいと思います。 

他に何か美里地区地域審議会を振り返ってについて、ご意見ござ

いませんか。無いようであれば次の議題に移りたいと思います。ま

た、次の議題に入る前に１０分程度休憩を取りたいと思います。 

それでは、引き続き議題２の学校の跡地利用の中間報告に移りた

いと思います。校区ごとに自治会長が中心となって、地区の将来に

向けての話し合いが進められていますので、その中間報告というこ

とで、各校区での意見等について毎回報告をお願していますが。前

回の報告と比べて何か新しい内容がありましたらご報告をお願い

します。それでは、長野地区から行岡委員お願いします。 

長野地区の跡地利用の中間報告ということで、前回２月８日に懇

話会を開催し、アンケートを実施しました結果を報告させていただ

きました。アンケートについては６２項目の提案がありました。ま

た、懇話会に参加希望が４名見えましたので新メンバーとして、次

回の懇話会から参加していただきます。また、ワーキンググループ

を作り協議していくと前回の懇話会で決定しましたので、６名程度

でワーキンググルームを組織して、その中で具体的に進めていきた
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いと思います。以上が長野地域の報告です。 

谷口委員がお休みですので、中川委員委に高宮地区の報告をお願

いしたいと思います。 

前回の懇話会では、ワーキンググループを作るということで、メ

ンバーの振り分けをおこないました。地域内に拠点を置く第七劇場

と公民館活動で活躍されている趣味サークルの方々による芸術文

化グループと地域産業を興すという点から美里在来大豆を活かし

た食についてのグループの２班に分かれて具体的に内容で協議し

ていくことになっています。また、アンケート調査までいっていま

せん。以上が高宮地域の懇話会の現状です。 

ご意見もあろうかと思いますが、各地域の報告が終了してからご

意見をいただきたいと思いますので、辰水地域の中森委員お願いし

ます。 

前回の審議会でも報告させていただきましたが、２月１２日と１

６日に跡地利用について懇話会で協議しました。また、３月２３日

にもアンケートについて協議することで進んでいます。この懇話会

は２６名で組織されていますが、全体では協議を進め辛い面もあ

り、それぞれの分野で協議することになり委員長が８名ほど指名し

て分野ごとに協議することになりました。それぞれの分野で課題を

掲げて協議を重ねています。その中で、一つの分野から議論を取り

まとめた資料が配布されていると思いますので一部を朗読させて

いただきます。 

自然豊かな中山地域で、市内中心部からもアクセスは良いところ

に位置する辰水地区は、地域活動も盛んであるが、少子高齢化の影

響で徐々に過疎化が進んでおり、様々な課題が山積するなか、少子

高齢化への対応が急務であり、新たな視点などによるアイディアで

地域力を維持、向上させる仕組みを住民自らが参加または自らの手

で作ることが必要であるということで、今までの話し合いの中で図

に示した要件として、地域住民、健康、生活面のくらし、情報を取

り入れ内容で多機能型交流施設として活用したいと提案されてい

ます。これらを含め協議内容を平面から深みのある提案として、進

めるためにもアンケートも同時進行させながら、実施団体として辰

水地域元気づくり協議会の組織づくりも進めていくことになって

います。また、アンケートの内容についても資料に添付させていた

だいていますが３月２３日に開催する懇話会で内容について協議

願い、承諾を得ましたら自治会を通して各戸配布を行うことにして

います。 

ありがとうございました。各地域からご報告をいただきました。

この件についてご意見、ご質問がありましたら、よろしくお願いし

ます。 

長野地区では、アンケートの結果がまとめられていると思います

が、その中で要望や意見等の多かったのは、どのような項目でした

か。 

主な意見としては、老人ホーム、飲食店の関係や宿泊施設、スー

パーマーケット、大人や子どもが遊べる場所などの要望が多くあり

ました。 

前回の長野地区懇話会では、４つの項目が出てきました。外部に

打って出る案、金銭を稼ぐ案、長野地域の特色を出す案、自然と遊

びながら学ぶ案が提案されていましたので、この４項目で進んでい
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くと思います。 

また、高宮地区では第３回の懇話会で食と地域の文化で別れて協

議することになりましたが、文化については説明不足もあったと思

いますが、食に絡んだ文化として位置づけ、美里在来大豆に係る食

文化として取り上げてもらいたかったのですが、絵手紙サークルや

第七劇場を取り込んだ地域文化で進んでいるように思われますの

で３月１０日の次回の懇話会で訂正が入ろうかと思います。 

地域振興課長が言われたとおり、前回の懇話会の時に文化グルー

プの方々から、どのように進めたらよいのか解らないとの意見が多

くあり、戸惑いがあったように思います。 

辰水地区のワーキンググループの学識経験者からだれが中心に

なって実施するのかとの意見があり、地区懇話会でもワーキンググ

ループでも実施できないので、辰水元気づくり協議会を立ち上げる

ことが提案されています。また、５項目の内容についても具体的に

進めることで話が進んでいます。 

そこが重要で具体的になれば、だれが主体になって実施していく

のかが、一番の問題になると思います。 

跡地利用が具体的になったら、施設の維持管理にも費用が必要で

すので、行政の支援も必要になってくると思います。 

その部分については、各地区で活性化協議会などを立ち上げ、具

体的になった時点で協議会と行政が協議し進める必要があると思

い。 

また、協議会を立ち上げた後、各地域でまちおこしを推進してい

るＮＰＯ法人等から意見を聞くことも良いと思います。 

行政から補助金などの助成を得て、実施するのではなく自分たち

で立ち上げた事業を意識してスタートすることが重要と思います。 

行政から補助金を受けて行う事業は絶対に行う必要があり、休む

こともできないので、大変だと思いますので自分たちのペースでや

ることが長続きすると思います。 

辰水地区の土地活用の方向については、コンセプトを基に協議会

を立ち上げる方向で進んでいますが、他の地区でも協議会を立ち上

げ、自主運営することや行政との交渉を進めていく必要があると思

います。 

中森委員にお聞きしますが、辰水地区の元気づくり協議会のメン

バー構成はどのようになっていますか。 

元気づくり協議会の構成メンバーは、現時点では決定していませ

んが地区懇話会メンバー２６名とその中からワーキンググループ

８名が就任されていますが、このワーキンググループと地元自治会

長及び民生委員を主とした体制で組織していくことで調整してい

ます。 

他にご意見も無いようですので、これで小学校の跡地利用の中

間報告については終わりたいと思います。今もお話にありましたが

来年４月に開校し、その後は廃校になるわけですので、期間もあり

ませんが小学校の跡地利用について各地域で準備を進めていただ

きたいと思います。次に事務局、その他で何かありますか。 

平成２８年３月３１日を以て地域審議会の設置期間が終了す

ることに伴い、地域審議会委員の任期も終了し、地域審議会委

員は解散することになっています。それで最後の美里地域の解

散式を行いたいと思いますので、日程的なことを決めたいと思
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います。 

事務局案としましては、議会中でもあり３月の下旬で３０日

前後を考えています。 

それならば、３月３０日で良いのではないでしょうか。 

委員皆さんのご承諾をいただきましたので、解散式は、３月

３０日に開催しますのでよろしくお願いします。また、詳細は

後日送付いたします。 

すべての事案が終わりました。本日の審議会を終了とさせい

ただきます。委員の皆様方には、終始熱心にご審議を頂き、お

礼申し上げます。 

本日は長時間に渡りご審議、いただきありがとうございまし

た。これをもちまして、本日の第３回美里地区地域審議会を閉

会します。 

 

 

 


